
 

ひかり療育園の新たな運営体制への移行スケジュール変更について 

 

ひかり療育園では、事業への民間活力導入を含めた新たな運営体制への移行に

ついて、移行時期を 2021 年度と定め、事業者選定等の準備を進めてまいりまし

た。しかし、2020 年に入り、日本国内における新型コロナウイルス感染症拡大の

影響から、事業者を選定する環境が大きく変化してきたことを受け、下記のとお

り移行スケジュールを変更することといたします。 

 

１ これまでの経過ならびに現状 

＜主な対応経過＞ 

2019 年 9 月 

 

 健康福祉常任委員会へ行政報告 

「ひかり療育園の新たな運営体制に関する方針について」 

10 月～  市内・市外法人への情報提供およびヒアリング 

2020 年 1 月  事業者選定準備（募集条件の検討） 

4 月  緊急事態宣言発出に伴うヒアリング等の一時中断 

＜ヒアリングした法人からの声＞ 

 

 

 

⇒法人側で、「2021 年度の運営移譲」といった大きな経営判断を下すことが

困難な状況となっている。 

 

２ スケジュールの変更について 

上記の現状を受け、事業の運営体制を移行する時期を変更します。 

＜運営体制移行時期の変更＞ 

変更前：2021 年度 ⇒ 変更後：2022 年度 

＜変更後のスケジュール＞ 

2020 年度  時期を見て事業者へのヒアリング再開 

 事業者選定条件の確定 

2021 年度上半期  事業者選定プロポーザル ⇒ 決定・公表 

下半期  業務引継ぎ 

（生活介護・高次脳機能障がいの相談・成年後見制度

の相談・訪問の各事業） 

2022 年度  新たな運営体制への移行 
 

「感染を懸念する利用者の自粛により、利用率が低下している。」 

「次年度の新規採用職員の採用活動をストップしている。」 

「法人内部での会議・協議もままならない。」          等々 
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